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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　コンクリートにより形成した床版であって、

　前記床版は、道路のプレキャスト床版であり、厚さが2 2 c m以下であり、

　軽量骨材およびセメントに加えて膨張材を前記コンクリートに含有して前記コンクリー

トにケミカルプレストレスを発生させ、

　前記膨張材は、標準混和量の1 . 1倍以上の量含有され、

　前記コンクリートの水結合材比が、1 5重量%以上3 8重量%未満であり、

　粗骨材に、含水率が0重量%を超える5重量%以下の値である低含水型の軽量骨材が用いら

れ、

　細骨材に、事前吸水させた軽量骨材が用いられ、

　且つ、

　前記床版に、

　床版厚さ方向の上部と下部で、平板状の前記床版の前記平板の平面内に縦横に複数の鉄

筋が埋設され、縦横の前記鉄筋が前記平面内で直交し、

　床版厚さ方向のせん断補強材が埋設され、前記せん断補強材の両端部が、上下の前記鉄

筋に引掛けるように配置され、

　縦横の前記鉄筋で区画され、縦方向の長さを横方向の前記鉄筋の複数ピッチ分とし、横

方向の長さを縦方向の前記鉄筋の複数ピッチ分とした格子であって、格子内に存在する前

記せん断補強材の断面積の総和の前記格子の面積に対する割合が百分率で0 . 2 8％以上とな
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る よ う な 格 子 が 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 膨 張 材 併 用 軽 量 コ ン ク リ ー ト 製 床 版 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 せ ん 断 補 強 材 は 、 平 面 に お い て 縦 横 の 前 記 鉄 筋 の 交 差 部 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と

す る 請 求 項 １ 記 載 の 膨 張 材 併 用 軽 量 コ ン ク リ ー ト 製 床 版 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 せ ん 断 補 強 材 を 埋 設 し た 膨 張 材 併 用 軽 量 コ ン ク リ ー ト 製 床 版 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 橋 脚 等 に よ り 道 路 構 造 を 支 持 す る 道 路 橋 で は 、 道 路 構 造 の 重 量 を 低 減 す る 目 的 で 、 軽 量

骨 材 を 使 用 し た 軽 量 コ ン ク リ ー ト に よ る RC（ reinforced concrete： 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト ）

床 版 が 用 い ら れ る こ と が あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 通 常 、 軽 量 コ ン ク リ ー ト は 普 通 コ ン ク リ ー ト と 比 較 し て 引 張 強 度 や せ ん 断 強 度 が 小 さ い

。 RC床 版 は 、 上 部 を 走 行 す る 車 両 か ら の 輪 荷 重 の 繰 り 返 し 作 用 に よ り 押 し 抜 き せ ん 断 破 壊

し 、 床 版 の 上 面 と 下 面 の 間 を 斜 め 方 向 の ひ び 割 れ が 貫 通 し て 終 局 に 至 る が 、 そ の 耐 久 性 は

コ ン ク リ ー ト の 強 度 に 大 き く 依 存 し 、 軽 量 コ ン ク リ ー ト 製 の RC床 版 の 耐 久 性 は 普 通 コ ン ク

リ ー ト を 使 用 し た 場 合 に 比 べ て 劣 る と 考 え ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 こ れ に 対 し 、 軽 量 コ ン ク リ ー ト の 強 度 を 向 上 さ せ る 技 術 と し て 、 軽 量 コ ン ク リ ー ト に 緊

張 材 に よ る プ レ ス ト レ ス を 導 入 し た も の が あ る 。 一 方 、 特 許 文 献 １ 、 ２ の よ う に コ ン ク リ

ー ト に 膨 張 材 を 混 入 す る こ と で 、 膨 張 材 の 膨 張 に 伴 う ケ ミ カ ル プ レ ス ト レ ス に よ り コ ン ク

リ ー ト の 引 張 抵 抗 力 を 向 上 さ せ る こ と も で き 、 機 械 的 に プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る 手 間 を 省

く こ と が で き る 。 ま た 特 許 文 献 ３ に は 、 膨 張 材 に よ り ケ ミ カ ル プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る と

と も に 耐 水 性 も 向 上 さ せ た 軽 量 コ ン ク リ ー ト 製 床 版 に つ い て 開 示 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2008－ 44806号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 3658568号

【 特 許 文 献 ３ 】 特 許 第 6082207号

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 現 在 、 道 路 構 造 の RC床 版 と し て は 、 耐 久 性 向 上 と 軽 量 化 を よ り 進 め る こ と が 期 待 さ れ て

お り 、 こ の よ う な RC床 版 の 実 用 化 は 、 補 修 ・ 補 強 を 含 む 道 路 構 造 の 生 産 性 向 上 と ラ イ フ サ

イ ク ル コ ス ト の 削 減 に 資 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 例 え ば 床 版 の コ ン ク リ ー ト 中 の 膨 張 材 の 量 を よ り 増 加 さ せ 、 強 い ケ ミ カ ル プ レ ス ト レ ス

を 導 入 し コ ン ク リ ー ト の 強 度 を 高 め て 耐 久 性 を 向 上 さ せ る こ と も 考 え ら れ る が 、 こ の 場 合

、 床 版 厚 さ 方 向 の コ ン ク リ ー ト の 膨 張 力 が 大 き く 床 版 の ひ び 割 れ が 発 生 す る 懸 念 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 は 上 記 の 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 耐 久 性 向 上 と 軽 量 化 を 実 現 可 能 な 膨

張 材 併 用 軽 量 コ ン ク リ ー ト 製 床 版 等 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 前 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 は 、 コ ン ク リ ー ト に よ り 形 成 し た 床 版 で あ っ て 、

前 記 床 版 は 、 道 路 の プ レ キ ャ ス ト 床 版 で あ り 、 厚 さ が 2 2 c m 以 下 で あ り 、 軽 量 骨 材 お よ び セ

メ ン ト に 加 え て 膨 張 材 を 前 記 コ ン ク リ ー ト に 含 有 し て 前 記 コ ン ク リ ー ト に ケ ミ カ ル プ レ ス
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ト レ ス を 発 生 さ せ 、 前 記 膨 張 材 は 、 標 準 混 和 量 の 1 . 1 倍 以 上 の 量 含 有 さ れ 、 前 記 コ ン ク リー ト の 水 結 合 材 比 が 、 1 5 重 量 % 以 上 3 8 重 量 % 未 満 で あ り 、 粗 骨 材 に 、 含 水 率 が 0 重 量 % を 超

え

る 5 重 量 % 以 下 の 値 で あ る 低 含 水 型 の 軽 量 骨 材 が 用 い ら れ 、 細 骨 材 に 、 事 前 吸 水 さ せ た 軽 量

骨 材 が 用 い ら れ 、 且 つ 、 前 記 床 版 に 、 床 版 厚 さ 方 向 の 上 部 と 下 部 で 、 平 板 状 の 前 記 床 版 の

前 記 平 板 の 平 面 内 に 縦 横 に 複 数 の 鉄 筋 が 埋 設 さ れ 、 縦 横 の 前 記 鉄 筋 が 前 記 平 面 内 で 直 交 し

、 床 版 厚 さ 方 向 の せ ん 断 補 強 材 が 埋 設 さ れ 、 前 記 せ ん 断 補 強 材 の 両 端 部 が 、 上 下 の 前 記 鉄

筋 に 引 掛 け る よ う に 配 置 さ れ 、 縦 横 の 前 記 鉄 筋 で 区 画 さ れ 、 縦 方 向 の 長 さ を 横 方 向 の 前 記

鉄 筋 の 複 数 ピ ッ チ 分 と し 、 横 方 向 の 長 さ を 縦 方 向 の 前 記 鉄 筋 の 複 数 ピ ッ チ 分 と し た 格 子 で

あ っ て 、 格 子 内 に 存 在 す る 前 記 せ ん 断 補 強 材 の 断 面 積 の 総 和 の 前 記 格 子 の 面 積 に 対 す る 割

合 が 百 分 率 で 0 . 2 8 ％ 以 上 と な る よ う な 格 子 が 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 膨 張 材 併 用 軽 量 コ

ン ク リ ー ト 製 床 版 で あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 で は 、 床 版 厚 さ 方 向 の せ ん 断 補 強 材 を 床 版 内 に 配 置 す る こ と に よ り 押 し 抜 き せ ん

断 破 壊 に 抵 抗 で き る の に 加 え 、 膨 張 材 に よ る 床 版 厚 さ 方 向 の 膨 張 力 に 対 し て も せ ん 断 補 強

材 に よ っ て 抵 抗 さ せ る こ と が で き る 。 そ の た め 、 膨 張 材 の 量 を 多 く し て 強 い ケ ミ カ ル プ レ

ス ト レ ス を 導 入 で き 、 床 版 厚 を 薄 く し て も 十 分 な 耐 久 性 が 得 ら れ 、 床 版 の 軽 量 化 と 耐 久 性

向 上 の 実 現 が 可 能 に な る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 ま た 床 版 厚 さ 方 向 の せ ん 断 補 強 材 は 、 両 端 部 を 床 版 の 上 下 の 鉄 筋 に 引 掛 け る よ う に 配 置

し コ ン ク リ ー ト 内 に 定 着 す る こ と で 、 膨 張 材 に よ る 膨 張 力 や 床 版 の 押 し 抜 き せ ん 断 破 壊 に

対 し 好 適 に 抵 抗 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 前 記 せ ん 断 補 強 材 は 、 平 面 に お い て 縦 横 の 前 記 鉄 筋 の 交 差 部 に 配 置 さ れ る こ と が 望 ま し

い 。

　 こ の よ う に せ ん 断 補 強 材 を 配 置 す る こ と で 、 膨 張 材 に よ る 膨 張 力 等 に 対 し 好 適 に 抵 抗 で

き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 本 発 明 で は せ ん 断 補 強 材 に よ り 膨 張 力 に 抵 抗 で き る の で 、 膨 張 材 を 標 準 混 和 量 の 1.

1倍 以 上 の 量 含 有 さ せ て 強 い ケ ミ カ ル プ レ ス ト レ ス を 得 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ま た 本 発 明 で は 、 水 結 合 材 比 を 38重 量 %未 満 と す る こ と で 、 よ り 高 い 強 度 を 有 す る 床 版

が 得 ら れ る 。 ま た 水 結 合 材 比 を 15重 量 %以 上 と す る こ と に よ り 、 床 版 に 必 要 な 施 工 性 の 確

保 が 可 能 に な る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ま た 本 発 明 の 軽 量 コ ン ク リ ー ト 製 床 版 は 、 プ レ キ ャ ス ト 床 版 で あ り せ ん 断 補 強 材 の 追 加

に 係 る 労 務 負 担 を 小 さ く で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ま た 本 発 明 で は 、 粗 骨 材 に 、 低 含 水 型 の 軽 量 骨 材 を 用 い る こ と に よ り 、 床 版 の 耐 凍 害 性

を 向 上 さ せ る こ と が で き 、 寒 冷 地 で の 使 用 も 可 能 に な る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 に よ り 、 耐 久 性 向 上 と 軽 量 化 を 実 現 可 能 な 膨 張 材 併 用 軽 量 コ ン ク リ ー ト 製 床 版 等

を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ８ 】

【 図 １ 】 道 路 構 造 ３ の 厚 さ 方 向 の 断 面 構 成 を 示 す 図 。

【 図 ２ 】 床 版 ３ １ の 配 筋 状 態 を 示 す 図 。

【 図 ３ 】 道 路 構 造 ３ を 示 す 図 。

【 図 ４ 】 供 試 体 ３ ０ の コ ン ク リ ー ト の 配 合 に つ い て 示 す 図 。

【 図 ５ 】 供 試 体 ３ ０ に つ い て 示 す 図 。
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【 図 ６ 】 試 験 装 置 １ ０ に つ い て 示 す 図 。

【 図 ７ 】 試 験 結 果 に つ い て 示 す 図 。

【 図 ８ 】 供 試 体 の コ ン ク リ ー ト の 配 合 に つ い て 示 す 図 。

【 図 ９ 】 試 験 結 果 に つ い て 示 す 図 。

【 図 １ ０ 】 床 版 ３ １ ’ を 示 す 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 以 下 、 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

（ １ ． 道 路 構 造 ３ ）

　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 床 版 （ 膨 張 材 併 用 軽 量 コ ン ク リ ー ト 製 床 版 ） ３ １ を 含

む 道 路 構 造 ３ を 示 す 図 で あ り 、 道 路 構 造 ３ の 厚 さ 方 向 の 断 面 構 成 を 示 し た も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 道 路 構 造 ３ は 、 床 版 ３ １ 、 舗 装 層 ３ ５ 等 を 有 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 床 版 ３ １ は 、 膨 張 材 、 軽 量 骨 材 、 セ メ ン ト 等 を 含 有 し た コ ン ク リ ー ト に よ り 形 成 さ れ た

膨 張 材 併 用 軽 量 コ ン ク リ ー ト 製 床 版 で あ り 、 内 部 に 鉄 筋 ３ １ １ と せ ん 断 補 強 材 ３ １ ２ が 埋

設 さ れ る 。 ま た 床 版 ３ １ は 予 め 工 場 で 製 作 し た プ レ キ ャ ス ト 品 （ プ レ キ ャ ス ト 床 版 ） で あ

る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 コ ン ク リ ー ト に 用 い ら れ る 膨 張 材 と し て は 、 水 和 に よ り 膨 張 す る も の で あ れ ば 特 に 限 定

さ れ な い 。 特 許 文 献 １ 、 ２ に も 記 載 が あ る が 、 例 え ば 水 酸 化 カ ル シ ウ ム の 生 成 に よ り 水 和

膨 張 す る も の 等 、 JIS A 6202に 適 合 す る 膨 張 材 を 使 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 こ の 膨 張 材 と し て 、 標 準 混 和 量 が コ ン ク リ ー ト 1m
3
あ た り 30kg

で あ る 標 準 タ イ プ の 膨 張 材 を 用 い 、 こ れ を 標 準 混 和 量 の 1.1倍 以 上 、 す な わ ち コ ン ク リ ー

ト 1m
3
あ た り 33kg以 上 と な る よ う に 配 合 す る 。 こ れ に よ り 、 膨 張 材 に よ る 強 い ケ ミ カ ル プ

レ ス ト レ ス を 得 て 床 版 ３ １ の 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 た だ し 膨 張 材 の 配 合 量 が こ

れ に 限 る こ と は な い 。 ま た 膨 張 材 と し て は 標 準 混 和 量 が コ ン ク リ ー ト 1m
3
あ た り 20kgで あ

る 膨 張 材 を 用 い て も よ く 、 こ の 場 合 も 標 準 混 和 量 の 1.1倍 以 上 と な る 量 を 配 合 す れ ば よ い

。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 軽 量 骨 材 は 、 例 え ば 膨 張 頁 岩 を 原 料 と し た 従 来 知 ら れ て い る 人 工 の 軽 量 骨 材 を 使 用 で き

る 。 軽 量 骨 材 と し て は 、 例 え ば 事 前 吸 水 さ せ た も の を 用 い る こ と も で き 、 含 水 率 を 0重 量 %

を 超 え る 5重 量 %以 下 の 値 と し た 低 含 水 型 の 軽 量 骨 材 を 使 用 す る こ と も で き る 。 特 に 後 者 の

場 合 、 粗 骨 材 に 軽 量 骨 材 を 用 い る こ と で 凍 結 融 解 に 対 す る 抵 抗 性 （ 耐 凍 害 性 ） を 向 上 さ せ

る こ と が で き る が 、 そ の 効 果 に つ い て は 後 述 す る 実 施 例 に よ り 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 セ メ ン ト も 特 に 限 定 さ れ る こ と な く 、 公 知 の 様 々 な ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト を 用 い る こ と

が で き る 。 ま た 、 減 水 剤 や 空 気 量 調 整 剤 な ど 、 各 種 の 混 和 剤 を 含 ま せ る こ と も 可 能 で あ る

。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 こ こ で 、 コ ン ク リ ー ト 調 製 時 の 水 結 合 材 比 は 、 15重 量 %以 上 38重 量 %未 満 と す る こ と が 望

ま し い 。 な お 、 結 合 材 は セ メ ン ト と 膨 張 材 を 指 す も の と し 、 結 合 材 の 重 量 は 、 こ れ ら セ メ

ン ト と 膨 張 材 の 重 量 を 合 わ せ た も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 水 結 合 材 比 を 38重 量 %未 満 と す る こ と で 、 よ り 高 い 強 度 を 有 す る 床 版 ３ １ を 得 る こ と が

で き る 。 ま た 水 結 合 材 比 が 15重 量 %以 上 あ れ ば プ レ キ ャ ス ト 品 で あ る 床 版 ３ １ に 必 要 な 施

工 性 の 確 保 が 可 能 に な る 。 た だ し 水 結 合 材 比 の 範 囲 が こ れ に 限 定 さ れ る こ と は な い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 鉄 筋 ３ １ １ は 床 版 ３ １ の 上 部 と 下 部 に 設 け ら れ 、 平 面 に お い て 直 交 す る よ う に 縦 横 に 複

数 配 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 せ ん 断 補 強 材 ３ １ ２ は 床 版 厚 さ 方 向 に 設 け ら れ る 。 せ ん 断 補 強 材 ３ １ ２ と し て は 例 え ば

鉄 筋 （ せ ん 断 補 強 筋 ） が 用 い ら れ る 。 し か し な が ら 、 せ ん 断 補 強 材 ３ １ ２ が こ れ に 限 る こ

と は な い 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 せ ん 断 補 強 材 ３ １ ２ の 両 端 部 は 、 床 版 厚 さ 方 向 の 中 心 に 向 か っ て 折 り 曲 げ ら れ る 。 こ の

折 曲 部 は 床 版 ３ １ の 上 下 の 鉄 筋 ３ １ １ に 引 掛 け る よ う に 配 置 さ れ 、 コ ン ク リ ー ト 内 に 定 着

さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 せ ん 断 補 強 材 ３ １ ２ は 、 床 版 ３ １ の 押 し 抜 き せ ん 断 破 壊 に 抵 抗 す る と と も に 、 膨 張 材 に

よ る 床 版 厚 さ 方 向 の 膨 張 力 に 抵 抗 し て コ ン ク リ ー ト の ひ び 割 れ を 防 止 す る 。 こ の よ う に 、

本 実 施 形 態 で は 膨 張 力 に 抵 抗 す る 手 段 を 確 保 し た う え で 、 前 記 の よ う に 膨 張 材 の 量 を 多 く

し て 強 い ケ ミ カ ル プ レ ス ト レ ス を 導 入 す る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 床 版 ３ １ の 厚 さ は 、 鉄 筋 ３ １ １ の 端 部 を ル ー プ 継 手 と す る 場 合 を 考 慮 し 、 一 般 的 な ル ー

プ 継 手 の 必 要 曲 げ 径 と こ れ に 対 す る か ぶ り 厚 を 考 慮 し た 下 限 値 で あ る 22cmと す る 。 こ う し

て 床 版 ３ １ を 薄 厚 化 し 、 単 位 面 積 1m
2
あ た り の 床 版 重 量 を 減 ら し て 床 版 ３ １ を 軽 量 化 す る

。 ま た 床 版 ３ １ を 薄 厚 化 す る こ と は 、 膨 張 材 の 床 版 厚 さ 方 向 の 膨 張 力 を 低 減 す る こ と に も

つ な が る 。 た だ し 床 版 ３ １ の 厚 さ は こ れ に 限 る こ と は な く 、 22cmよ り 大 き く し て も よ い し

、 上 記 の よ う な 継 手 条 件 を 考 慮 し な け れ ば 22cmよ り 薄 く す る こ と も 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 図 ２ （ ａ ） は 床 版 ３ １ の 配 筋 状 態 を 示 す 図 で あ り 、 床 版 ３ １ 内 に 配 置 さ れ る 鉄 筋 ３ １ １

と せ ん 断 補 強 材 ３ １ ２ を 上 か ら 見 た も の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 前 記 し た よ う に 鉄 筋 ３ １ １ は 平 面 に お い て 直 交 す る よ う に 格 子 状 に 配 置 さ れ 、 せ ん 断 補

強 材 ３ １ ２ は 縦 横 の 鉄 筋 ３ １ １ の 交 差 部 に 配 置 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 膨 張 材 に よ る 膨 張 力

や 床 版 ３ １ の 押 し 抜 き せ ん 断 破 壊 に 対 し せ ん 断 補 強 材 ３ １ ２ に よ っ て 好 適 に 抵 抗 で き る 。

ま た せ ん 断 補 強 材 ３ １ ２ は こ れ ら の 交 差 部 に 千 鳥 状 に 配 置 さ れ る 。 す な わ ち 、 縦 横 に 隣 り

合 う せ ん 断 補 強 材 ３ １ ２ の 間 に は 、 せ ん 断 補 強 材 ３ １ ２ の 配 置 さ れ な い 交 差 部 が 存 在 す る

。 た だ し 、 具 体 的 な 配 筋 手 法 が こ れ に 限 る こ と は な い 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 縦 横 の 鉄 筋 ３ １ １ で 区 画 さ れ 、 縦 方 向 の 長

さ を 横 方 向 の 鉄 筋 ３ １ １ の 複 数 ピ ッ チ 分 （ 図 の 例 で は ４ ピ ッ チ 分 ） と し 、 横 方 向 の 長 さ を

縦 方 向 の 鉄 筋 ３ １ １ の 複 数 ピ ッ チ 分 （ 図 の 例 で は ４ ピ ッ チ 分 ） と し た 格 子 Ｄ で あ っ て 、 格

子 Ｄ 内 に 存 在 す る せ ん 断 補 強 材 ３ １ ２ の 断 面 積 の 総 和 の 格 子 Ｄ の 面 積 に 対 す る 割 合 が 百 分

率 で 0.28％ 以 上 と な る よ う な 格 子 Ｄ が 存 在 す る よ う に し 、 せ ん 断 補 強 材 ３ １ ２ の 密 度 を 十

分 に 確 保 す る こ と で 膨 張 材 の 膨 張 力 や 床 版 ３ １ の 押 し 抜 き せ ん 断 破 壊 に 対 し 高 い 抵 抗 力 を

得 る よ う に し て い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 こ こ で 、 上 記 し た せ ん 断 補 強 材 ３ １ ２ の 断 面 積 は 、 せ ん 断 補 強 材 ３ １ ２ で あ る 鉄 筋 の 長

手 方 向 （ 床 版 厚 さ 方 向 ） と 直 交 す る 断 面 の 面 積 で あ り 、 ま た 格 子 Ｄ の 頂 点 に 位 置 す る せ ん

断 補 強 材 ３ １ ２ （ 図 ２ （ ｂ ） の ａ 参 照 ） に つ い て は 、 そ の 断 面 積 の 1/4が 格 子 Ｄ 内 に 存 在

し 、 格 子 Ｄ の 辺 に 位 置 す る せ ん 断 補 強 材 ３ １ ２ （ 図 ２ （ ｂ ） の ｂ 参 照 ） に つ い て は 、 そ の

断 面 積 の 1/2が 格 子 Ｄ 内 に 存 在 す る も の と す る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 舗 装 層 ３ ５ は 車 両 等 が 走 行 す る 路 面 を 構 成 す る 。 舗 装 層 ３ ５ は 従 来 知 ら れ た も の と で き

、 例 え ば ア ス フ ァ ル ト 等 に よ り 形 成 で き る 。 床 版 ３ １ と 舗 装 層 ３ ５ の 間 に 防 水 層 を 設 け る

こ と も 可 能 で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ９ 】

　 本 実 施 形 態 の 道 路 構 造 ３ は 、 例 え ば 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 橋 脚 １ ａ 上 に 配 置 す る こ と

も で き る し 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト １ ｂ 上 に 配 置 す る こ と も で き る

。 ま た 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に シ ー ル ド ト ン ネ ル １ ｃ 内 で 配 置 さ れ る 場 合 も あ る 。 そ の

他 、 種 々 の 道 路 に 適 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 床 版 ３ １ は 新 設 の 道 路 に 適 用 す る だ け で

な く 、 既 設 の 床 版 の 打 ち 替 え に も 使 用 で き る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 以 下 、 実 施 例 を 挙 げ て 本 実 施 形 態 の 床 版 の 効 果 に つ い て 説 明 す る 。 た だ し 、 本 発 明 が こ

れ に 限 ら れ る こ と は な い 。

【 ０ ０ ４ １ 】

［ 耐 久 性 ］

　 本 実 施 形 態 の 床 版 ３ １ は 、 前 記 し た よ う に 軽 量 骨 材 お よ び セ メ ン ト に 加 え て 膨 張 材 を コ

ン ク リ ー ト に 含 有 し 、 且 つ 、 床 版 厚 さ 方 向 の せ ん 断 補 強 材 に よ っ て 膨 張 材 に よ る 膨 張 力 に

抵 抗 さ せ る 。 こ れ に よ り 膨 張 材 の 量 を 増 や し て よ り 積 極 的 に ケ ミ カ ル プ レ ス ト レ ス を 導 入

し 、 床 版 の 耐 久 性 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 そ こ で ま ず 、 係 る 床 版 に つ い て 輪 荷 重

走 行 試 験 を 行 い 、 そ の 耐 久 性 に つ い て 検 討 を 行 っ た 結 果 を 実 施 例 １ と し て 以 下 説 明 す る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

（ 実 施 例 １ ）

　 水 、 セ メ ン ト 、 膨 張 材 、 骨 材 （ 細 骨 材 お よ び 粗 骨 材 ） 、 お よ び 混 和 剤 で あ る 高 性 能 Ａ Ｅ

減 水 剤 と し て 以 下 の 材 料 を 使 用 し 、 こ れ ら を 図 ４ に 示 す 配 合 に よ り 混 合 し て 実 施 例 １ の コ

ン ク リ ー ト を 調 製 し た 。 な お 図 ４ に 示 す 高 性 能 Ａ Ｅ 減 水 剤 の 量 は 結 合 材 の 重 量 に 対 す る 重

量 比 （ 重 量 %） で あ る 。

　 水 ； 水 道 水

　 セ メ ン ト ； 普 通 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト 　 太 平 洋 セ メ ン ト 株 式 会 社 製

　 膨 張 材 ； CSA#20　 デ ン カ 株 式 会 社 製

　 細 骨 材 ； 人 工 軽 量 骨 材 　 メ サ ラ イ ト 細 骨 材 　 日 本 メ サ ラ イ ト 工 業 株 式 会 社 製

　 粗 骨 材 ； 人 工 軽 量 骨 材 　 メ サ ラ イ ト 粗 骨 材 　 日 本 メ サ ラ イ ト 工 業 株 式 会 社 製

　 高 性 能 AE減 水 剤 ； マ ス タ ー グ レ ニ ウ ム SP8SV　 BASFジ ャ パ ン 株 式 会 社 製

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 こ こ で 、 膨 張 材 は 標 準 混 和 量 が 1ｍ
3
あ た り 30kgの 標 準 タ イ プ の も の で あ る 。 ま た 軽 量 骨

材 は 細 骨 材 、 粗 骨 材 と も に 事 前 吸 水 さ せ た も の と し 、 内 部 養 生 効 果 に よ り 長 期 に わ た り 膨

張 量 を 維 持 で き る こ と を 期 待 し て 表 乾 状 態 の 骨 材 を 使 用 し た 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

（ 輪 荷 重 走 行 試 験 ）

　 図 ４ の 配 合 に よ り 調 製 し た コ ン ク リ ー ト を 用 い て 床 版 で あ る 供 試 体 を 作 成 し 、 輪 荷 重 走

行 試 験 を 行 っ た 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 図 ５ は こ の 供 試 体 ３ ０ を 示 す 図 で あ る 。 図 ５ は 供 試 体 ３ ０ の 平 面 で あ り 、 内 部 の 配 筋 状

態 も 図 ２ （ ａ ） と 同 様 に 図 示 し た 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 供 試 体 ３ ０ は 矩 形 平 面 を 有 す る 平

板 体 で あ り 、 そ の 寸 法 は 縦 2,800mm× 横 4,500mm× 厚 さ 220mmで あ る 。 供 試 体 ３ ０ の 内 部 に

は 、 前 記 し た 鉄 筋 ３ １ １ お よ び せ ん 断 補 強 材 ３ １ ２ と 同 様 の 配 置 で 鉄 筋 ３ ０ １ お よ び せ ん

断 補 強 材 ３ ０ ２ を 埋 設 し た 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 供 試 体 ３ ０ の コ ン ク リ ー ト の 材 齢 は 37日 と し た 。 ま た 供 試 体 ３ ０ の 中 央 の せ ん 断 補 強 材

３ ０ ２ に は 引 張 り ひ ず み が 発 生 し て お り 、 せ ん 断 補 強 材 ３ ０ ２ が 膨 張 材 に よ る コ ン ク リ ー

ト の 膨 張 に 抵 抗 し て い る こ と が 確 認 で き た 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 輪 荷 重 走 行 試 験 は 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す 試 験 装 置 １ ０ を 用 い て 行 っ た 。 こ の 試 験 装 置 １ ０

は 、 門 型 の フ レ ー ム １ １ の 上 辺 か ら 支 持 し た レ ー ル １ ２ に 負 荷 部 １ ３ を 設 け 、 こ の 負 荷 部
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１ ３ か ら 供 試 体 ３ ０ に 輪 荷 重 を 付 加 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 負 荷 部 １ ３ に は ク ラ ン ク ロ ッ ド １ ４ の 一 端 が 取 付 け ら れ 、 ク ラ ン ク ロ ッ ド １ ４ の 他 端 は

フ ラ イ ホ イ ー ル １ ５ に 取 付 け ら れ る 。 こ の フ ラ イ ホ イ ー ル １ ５ が 回 転 す る こ と に よ り 、 負

荷 部 １ ３ が レ ー ル １ ２ に 沿 っ て 図 の 矢 印 Ａ に 示 す よ う に 往 復 す る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 供 試 体 ３ ０ は 架 台 １ ６ 上 に 設 け ら れ た 支 持 部 １ ７ 、 １ ８ に よ り 支 持 さ れ る 。 図 ６ （ ｂ ）

は 供 試 体 ３ ０ の 平 面 に お け る 支 持 部 １ ７ 、 １ ８ の 配 置 を 示 す 図 で あ る 。 供 試 体 ３ ０ は 、 長

辺 の そ れ ぞ れ に 沿 っ た 支 持 部 １ ７ 、 １ ７ に よ っ て 単 純 支 持 さ れ 、 短 辺 の そ れ ぞ れ に 沿 っ た

支 持 部 １ ８ 、 １ ８ に よ っ て 弾 性 支 持 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 負 荷 部 １ ３ の 下 端 に は 車 輪 が 設 け ら れ る 。 こ の 車 輪 は 負 荷 部 １ ３ の 往 復 移 動 に 伴 い 供 試

体 ３ ０ 上 を 往 復 移 動 す る 。 負 荷 部 １ ３ は 、 こ の 車 輪 に よ り 供 試 体 ３ ０ に 輪 荷 重 を 負 荷 す る

よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 輪 荷 重 は 載 荷 板 １ ９ を 介 し て 供 試 体 ３ ０ に 載 荷 さ れ る 。 図 ６ （ ｂ ） の 鎖 線 Ｃ は 載 荷 板 １

９ 上 の 車 輪 の 移 動 範 囲 を 示 し 、 こ こ で は 供 試 体 ３ ０ の 中 央 部 の 縦 500mm× 横 3000mmの 範 囲

に 設 定 し た 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 試 験 装 置 １ ０ を 用 い て 供 試 体 ３ ０ （ 実 施 例 １ ） に 対 し 行 っ た 輪 荷 重 走 行 試 験 の 結 果 を 図

７ に 示 す 。 輪 荷 重 走 行 試 験 で は 、 走 行 時 の 輪 荷 重 に つ い て 、 走 行 開 始 時 の 初 期 荷 重 を 157k

N（ 16tf） と し 、 走 行 回 数 40,000回 ご と に 19.6kN（ 2tf） ず つ 荷 重 を 増 加 さ せ た 。 な お 、 走

行 回 数 は 、 試 験 装 置 １ ０ の 負 荷 部 １ ３ の 車 輪 が 移 動 範 囲 の 一 端 か ら 他 端 ま で 移 動 し た 場 合

を １ 回 と し て 数 え て い る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 図 ７ は 横 軸 を 等 価 走 行 回 数 （ 回 ） と し 、 縦 軸 を 供 試 体 ３ ０ 中 央 の た わ み 量 （ mm） と し た

グ ラ フ で あ る 。 等 価 走 行 回 数 は 実 走 行 回 数 を 輪 荷 重 157kNの 一 定 載 荷 条 件 で の 走 行 回 数 に

換 算 し た 結 果 で あ り 、 以 下 に 示 す 算 出 式 に よ っ て 等 価 走 行 回 数 Neqが 算 出 で き る 。

　 Neq＝ Σ （ Pi/157）
m

× Ni

　 上 記 算 出 式 に お い て 、 Pi（ kN） は 実 際 に 載 荷 し た 荷 重 で あ り 、 Ni（ 回 ） は 荷 重 Piで の 走

行 回 数 で あ る 。 mは 等 価 換 算 の た め の 係 数 で あ り 、 こ こ で は 12.76を 用 い て い る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 図 ７ に 示 す よ う に 、 実 施 例 １ の 供 試 体 ３ ０ で は 、 等 価 走 行 回 数 約 1.25× 10
1 0

万 回 で 上 面

の 載 荷 板 １ ９ 付 近 に ひ び 割 れ が 発 生 し た 。 こ の 時 点 で 明 確 な 押 し 抜 き せ ん 断 破 壊 状 態 に は

至 ら な か っ た が 、 変 位 が 大 き く 増 加 し た た め 試 験 を 終 了 し た 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 一 方 、 本 発 明 者 は 膨 張 材 お よ び せ ん 断 補 強 材 を 使 用 し な い 25cm厚 の 軽 量 コ ン ク リ ー ト 製

床 版 （ 床 版 Ａ ） 、 標 準 混 和 量 が 1ｍ
3
あ た り 20kgの 膨 張 材 を コ ン ク リ ー ト 1m

3
あ た り 30kg配

合 し 、 せ ん 断 補 強 材 を 使 用 し な い 25cm厚 の 軽 量 コ ン ク リ ー ト 製 床 版 （ 床 版 Ｂ ） に つ い て も

同 様 の 試 験 を 実 施 し て お り 、 前 者 の 床 版 Ａ で は 約 2.17× 10
8
万 回 （ 等 価 走 行 回 数 ） 走 行 時

、 後 者 の 床 版 Ｂ で は 約 1.84× 10
9
万 回 （ 等 価 走 行 回 数 ） 走 行 時 で ひ び 割 れ が 床 版 の 上 面 か

ら 下 面 ま で 斜 め に 貫 通 し 、 押 し 抜 き せ ん 断 破 壊 に 至 っ た 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 こ の よ う に 、 実 施 例 １ の 供 試 体 ３ ０ は 床 版 Ａ に 対 し て ５ ０ 倍 以 上 、 床 版 Ｂ に 対 し て ５ 倍

以 上 の 耐 久 性 を 有 し て お り 、 膨 張 材 と せ ん 断 補 強 材 を 併 用 し た 軽 量 コ ン ク リ ー ト 床 版 が 、

床 版 厚 が 薄 い に も 関 わ ら ず 高 い 耐 久 性 を 有 し て い る こ と が 確 認 で き た 。 ま た 実 施 例 １ の 供

試 体 ３ ０ で は ひ び 割 れ も 床 版 Ａ 、 Ｂ よ り 緩 や か に 進 行 し て お り 、 せ ん 断 補 強 材 の 配 置 は 脆

性 的 な 破 壊 の 抑 制 に も 効 果 的 と 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

［ 耐 凍 害 性 ］
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　 軽 量 骨 材 と し て 事 前 吸 水 さ せ た も の を 用 い る 場 合 、 軽 量 骨 材 内 部 の 空 隙 が 水 で 満 た さ れ

た 状 態 で コ ン ク リ ー ト が 製 作 さ れ る 。 た だ し こ の 場 合 で は 、 コ ン ク リ ー ト の 硬 化 後 も 軽 量

骨 材 内 部 に 液 相 の 水 が 存 在 す る た め 、 コ ン ク リ ー ト が 凍 結 融 解 作 用 を 受 け る と 軽 量 骨 材 内

部 か ら 劣 化 が 進 行 し て い く 恐 れ が あ る 。 こ れ に 対 し 、 前 記 し た よ う に 低 含 水 型 の 軽 量 骨 材

を 使 用 す る こ と で 凍 結 融 解 抵 抗 性 （ 耐 凍 害 性 ） を 向 上 さ せ る こ と が で き る の で 、 凍 結 融 解

試 験 を 行 い 耐 凍 害 性 に つ い て 検 討 を 行 っ た 結 果 を 実 施 例 ２ と し て 以 下 説 明 す る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

（ 実 施 例 ２ お よ び 比 較 例 １ 、 ２ ）

　 水 、 セ メ ン ト 、 膨 張 材 、 骨 材 （ 細 骨 材 お よ び 粗 骨 材 Ａ 、 Ｂ ） 、 中 空 微 小 球 、 お よ び 混 和

剤 で あ る 高 性 能 Ａ Ｅ 減 水 剤 、 Ａ Ｅ 剤 と し て 以 下 の 材 料 を 使 用 し 、 こ れ ら を 図 ８ に 示 す 配 合

に よ り 混 合 し て 実 施 例 ２ お よ び 比 較 例 １ 、 ２ の コ ン ク リ ー ト を 調 製 し た 。 な お 図 ８ に 示 す

高 性 能 Ａ Ｅ 減 水 剤 、 Ａ Ｅ 剤 の 量 は 結 合 材 の 重 量 に 対 す る 重 量 比 （ 重 量 %） で あ る 。

　 水 ； 水 道 水

　 セ メ ン ト ； 普 通 ポ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト 　 デ ン カ 株 式 会 社 製

　 膨 張 材 ； エ ト リ ン ガ イ ト 系 膨 張 材 （ 30型 ） 　 デ ン カ 株 式 会 社 製

　 細 骨 材 ； 人 工 軽 量 骨 材 　 メ サ ラ イ ト 細 骨 材 （ プ レ ソ ー キ ン グ （ 事 前 吸 水 ） 品 ） 　 日 本 メ

サ ラ イ ト 工 業 株 式 会 社 製

　 粗 骨 材 Ａ ； 人 工 軽 量 骨 材 　 メ サ ラ イ ト 粗 骨 材 （ プ レ ソ ー キ ン グ （ 事 前 吸 水 ） 品 ） 　 日 本

メ サ ラ イ ト 工 業 株 式 会 社 製

　 粗 骨 材 Ｂ ； 人 工 軽 量 骨 材 　 メ サ ラ イ ト 粗 骨 材 （ 低 含 水 品 ） 　 日 本 メ サ ラ イ ト 工 業 株 式 会

社 製

　 中 空 微 小 球 ； KINDエ ア 　 デ ン カ 株 式 会 社 製

　 高 性 能 AE減 水 剤 ； マ ス タ ー グ レ ニ ウ ム SP8SV　 BASFジ ャ パ ン 株 式 会 社 製

　 AE剤 ； マ ス タ ー エ ア 303A　 BASFジ ャ パ ン 株 式 会 社 製

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 こ こ で 、 膨 張 材 は 標 準 混 和 量 が 1ｍ
3
あ た り 30kgの 標 準 タ イ プ の 膨 張 材 で あ る 。 ま た 実 施

例 ２ の コ ン ク リ ー ト は 低 含 水 状 態 の 粗 骨 材 Ｂ を 使 用 す る こ と で 耐 凍 害 性 を 向 上 さ せ る こ と

を 目 的 と し て お り 、 比 較 例 ２ の コ ン ク リ ー ト は 外 割 り で 中 空 微 小 球 を 混 和 す る こ と で 、 軽

量 骨 材 自 体 が 包 含 す る 空 気 量 相 当 分 を 中 空 微 小 球 に て 補 い 、 コ ン ク リ ー ト 自 体 の 耐 凍 害 性

を 向 上 さ せ る こ と を 想 定 し て い る 。 中 空 微 小 球 の 平 均 粒 径 は 80μ mで あ り 、 み か け 密 度 は 0

.13g/cm
3
で あ る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 こ れ ら 実 施 例 ２ お よ び 比 較 例 １ 、 ２ の コ ン ク リ ー ト の そ れ ぞ れ を 用 い て 、 後 述 す る 凍 結

融 解 試 験 に 用 い る 供 試 体 を 作 製 し た 。 供 試 体 は 縦 100mm× 横 100mm× 高 さ 400mmの 角 柱 状 で

あ る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

（ 凍 結 融 解 試 験 ）

　 凍 結 融 解 試 験 は 、 JIS A 1148 A法 （ 水 中 凍 結 融 解 試 験 方 法 ） に よ り 行 っ た 。 JIS A 1148

 A法 で は 、 全 面 が 水 に 覆 わ れ る よ う に 容 器 内 に 配 置 し た 供 試 体 に 対 し 、 凍 結 融 解 の サ イ ク

ル を 繰 り 返 し 、 所 定 の サ イ ク ル 時 点 で JIS A 1127 に よ る た わ み 振 動 の 一 次 共 鳴 振 動 数 を

測 定 す る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 一 次 共 鳴 振 動 数 は 相 対 動 弾 性 係 数 の 算 出 に 用 い 、 本 試 験 で は 相 対 動 弾 性 係 数 の 変 化 に よ

り 凍 結 融 解 抵 抗 性 を 評 価 し た 。 試 験 の 終 了 時 期 は 、 JIS A 1148に 準 じ て 300サ イ ク ル 終 了

ま で 、 も し く は 、 相 対 動 弾 性 係 数 が 60%以 下 に な っ た 時 の サ イ ク ル と し た 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 図 ９ は 試 験 結 果 を 示 す 図 で あ る 。 比 較 例 １ で は 、 90サ イ ク ル で 相 対 動 弾 性 係 数 が 60%を

下 回 る 結 果 と な っ た が 、 低 含 水 状 態 の 粗 骨 材 Ｂ を 使 用 し た 実 施 例 ２ で は 300サ イ ク ル 終 了

時 点 に お い て も 相 対 動 弾 性 係 数 が 60%以 上 を 保 持 し て お り 、 凍 結 融 解 抵 抗 性 の 向 上 が 確 認

さ れ た 。 中 空 微 小 球 を 混 和 し た 比 較 例 ２ も 比 較 例 １ よ り は 凍 結 融 解 抵 抗 性 の 向 上 が 認 め ら
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れ る が 、 150サ イ ク ル 経 過 時 に は 、 相 対 動 弾 性 係 数 が 60%を 下 回 る 結 果 と な り 、 中 空 微 小 球

を 混 和 し た 比 較 例 ２ よ り も 、 低 含 水 状 態 の 粗 骨 材 Ｂ を 使 用 し た 実 施 例 ２ の 方 が 耐 凍 害 性 に

優 れ て い る こ と が 確 認 で き た 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 床 版 厚 さ 方 向 の せ ん 断 補 強 材 ３ １ ２ を 床 版 ３ １

内 に 配 置 す る こ と に よ り 押 し 抜 き せ ん 断 破 壊 に 抵 抗 で き る の に 加 え 、 膨 張 材 に よ る 床 版 厚

さ 方 向 の 膨 張 力 に 対 し て も せ ん 断 補 強 材 ３ １ ２ に よ っ て 抵 抗 さ せ る こ と が で き る 。 そ の た

め 、 膨 張 材 の 量 を 多 く し て 強 い ケ ミ カ ル プ レ ス ト レ ス を 導 入 で き 、 床 版 厚 を 薄 く し て も 十

分 な 耐 久 性 が 得 ら れ 、 床 版 ３ １ の 軽 量 化 と 耐 久 性 向 上 の 実 現 が 可 能 に な る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 ま た 、 せ ん 断 補 強 材 ３ １ ２ の 両 端 部 は 、 上 下 の 鉄 筋 ３ １ １ に 引 掛 け る よ う に 配 置 し て コ

ン ク リ ー ト 内 に 定 着 す る こ と で 、 膨 張 材 に よ る 膨 張 力 や 床 版 の 押 し 抜 き せ ん 断 破 壊 に 対 し

好 適 に 抵 抗 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 ま た 前 記 し た よ う に 、 せ ん 断 補 強 材 ３ １ ２ は 、 平 面 に お い て 縦 横 の 鉄 筋 ３ １ １ の 交 差 部

に 配 置 さ れ る こ と で 、 膨 張 材 に よ る 膨 張 力 や 床 版 ３ １ の 押 し 抜 き せ ん 断 破 壊 に 対 し 好 適 に

抵 抗 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 上 記 の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は せ ん 断 補 強 材 ３ １ ２ に よ り 膨 張 力 に 抵 抗 で き る の で 、 膨

張 材 を 標 準 混 和 量 の 1.1倍 以 上 に 当 た る 量 含 有 さ せ て 強 い ケ ミ カ ル プ レ ス ト レ ス を 得 る こ

と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 床 版 ３ １ の コ ン ク リ ー ト の 水 結 合 材 比 を 38重 量 %未 満 と す る こ

と で 、 よ り 高 い 強 度 を 有 す る 床 版 ３ １ が 得 ら れ る 。 ま た 水 結 合 材 比 が 15重 量 %以 上 あ れ ば

、 プ レ キ ャ ス ト 品 で あ る 床 版 ３ １ に 必 要 な 施 工 性 の 確 保 が 可 能 に な る 。 ま た 本 実 施 形 態 の

床 版 ３ １ は プ レ キ ャ ス ト 床 版 な の で 、 せ ん 断 補 強 材 ３ １ ２ の 追 加 に 係 る 労 務 負 担 も 小 さ い

。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 さ ら に 、 低 含 水 型 の 軽 量 骨 材 を 用 い る こ と で 床 版 ３ １ の 耐 凍 害 性 を 向 上 さ せ る こ と が で

き 、 寒 冷 地 で の 使 用 も 可 能 に な る 。 本 実 施 形 態 で は 、 粗 骨 材 と 細 骨 材 の 両 方 、 ま た は 粗 骨

材 の み 低 含 水 型 の 軽 量 骨 材 と で き る 。 な お 、 前 記 の よ う に 水 結 合 材 比 を 小 さ く （ 単 位 セ メ

ン ト 量 を 大 き く ） す る こ と は 、 セ メ ン ト の 水 和 に よ る 自 己 乾 燥 効 果 に よ っ て 軽 量 骨 材 が 包

含 す る 水 を 多 く 消 費 す る こ と で 、 耐 凍 害 性 の 面 で も 有 効 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 し か し な が ら 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら な い 。 例 え ば せ ん 断 補 強 材 は 図 １ の せ ん 断 補 強 材 ３

１ ２ に 限 ら ず 、 図 １ ０ の 床 版 ３ １ ’ に 示 す よ う に 、 せ ん 断 補 強 材 ３ １ ２ ’ の 両 端 部 に 拡 幅

部 を 設 け て コ ン ク リ ー ト 内 に 定 着 し 、 拡 幅 部 が 鉄 筋 ３ １ １ に 引 掛 る よ う に 配 置 し て も よ い

。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 ま た 本 実 施 形 態 の 床 版 ３ １ は プ レ キ ャ ス ト 品 で あ る が 、 労 務 負 担 を 考 慮 し な け れ ば コ ン

ク リ ー ト の 現 場 打 ち に よ っ て 形 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 以 上 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 係

る 例 に 限 定 さ れ な い 。 当 業 者 で あ れ ば 、 本 願 で 開 示 し た 技 術 的 思 想 の 範 疇 内 に お い て 、 各

種 の 変 更 例 ま た は 修 正 例 に 想 到 し 得 る こ と は 明 ら か で あ り 、 そ れ ら に つ い て も 当 然 に 本 発

明 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る も の と 了 解 さ れ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ７ ３ 】

３ ： 道 路 構 造

３ １ 、 ３ １ '： 床 版
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３ ５ ： 舗 装 層

３ １ １ ： 鉄 筋

３ １ ２ 、 ３ １ ２ '： せ ん 断 補 強 材
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